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助
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土

百

姓
議
員
」
を
自
称
し
た
県
南
の
雄

秋

田

中

学

か

ら

秋

田

師
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へ

土
田
萬
助
の
生
年
月
日
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
　一
月
六
日
で
、
出
生
地
は
平
鹿
郡
大
雄
村
（
旧
館
合
村
）
宮
田

で
あ
る
。



土
田
家
は
、
文
政
年
間
か
ら
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
田
畑
を
自
作
し
、
代
々
こ
れ
を
受
け
継
い
で
き
た
県
南
き
っ
て
の
大

地
主
で
あ
り
豪
農
で
あ
っ
た
。

明
治
六
年
、
父
吉
治
が
病
没
し
て
、
五
歳
の
萬
助
は
祖
父
吉
太
郎
の
手
で
養
育
さ
れ
る
。
小
学
校
の
成
績
は
抜
群
で

あ
っ
た
が
、
幼
時
か
ら
腕
白
で
、
図
抜
け
て
大
き
い
頭
部
の
印
象
と
と
も
に
他
の
子
ど
も
た
ち
を
圧
倒
し
て
い
た
。

明
治
十
六
年
に
秋
田
中
学
に
進
学
す
る
が
、
翌
年
の
五
月
に
突
然
母
を
失
い
、
萬
助
は
中
学
二
年
で
喪
主
と
な
る
こ

と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
時
に
は
す
で
に
祖
父
も
曾
祖
父
も
死
去
し
て
い
た
か
ら
、
萬
助
は
十
五
歳
に
し
て
土
田

家
の
男
子
の
長
上
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
萬
助
は
、
秋
田
中
学
か
ら
県
立
秋
田
師
範
学
校
（
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
の
前
身
）
に
転
校
し
て
寄
宿
舎

生
活
を
送
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
時
の
寄
宿
舎
の
室
長
は
内
藤
湖
南
で
、
師
範
入
学
以
前
に
す
で
に
『
四
書
』
『
左

伝
』
な
ど
の
漢
籍
を
読
破
し
て
い
た
湖
南
の
勉
強
力
は
萬
助
に
少
な
く
な
い
影
響
を
与
え
た
。

し
か
し
、
土
田
家
の
家
政
が
広
範
多
岐
に
わ
た
り
、
養
父
彦
七
一
人
で
は
手
に
あ
ま
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
明
治
十

九
年
、
萬
助
は
心
を
残
し
な
が
ら
も
師
範
を
中
退
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

農

村

更

生

へ

の

道

郷
里
に
帰
っ
た
二
十
歳
の
青
年
土
田
萬
助
は
、
朝
か
ら
帳
場
に
座
っ
て
家
政
の
采
配
を
と
る
と
と
も
に
、
農
村
更
生
、

農
事
改
良
、
治
山
治
水
の
問
題
等
に
つ
い
て
研
究
と
討
論
を
繰
り
広
げ
て
い
く
。
夕
食
後
は
決
ま
っ
て
、
十
数
人
の
若



勢
を
相
手
に
持
論
を
展
開
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
と
い
う
。

「
論
理
の
な
い
実
践
は
盲
目
で
あ
り
、
実
践
の
な
い
論
理
は
空
虚
で
あ
る
」
と
説
く
土
田
は
、
ま
ず
国
土
保
全
の
立

場
か
ら
植
林
を
奨
励
。
明
治
二
十
一
年
か
ら
実
行
に
移
し
て
、
平
鹿
郡
内
で
三
百
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
七
十
万
本
、
雄

勝
郡
内
で
四
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
二
十
万
本
、
両
郡
合
わ
せ
て
九
十
万
本
の
杉
や
ヒ
ノ
キ
を
逐
次
植
え
付
け
し
て
い
っ
た
。

当
時
の
農
村
は
、
旧
藩
時
代
そ
の
ま
ま
の
気
風
で
活
力
に
欠
け
、
立
国
の
大
本
で
あ
る
農
業
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
状
況
を
憂
え
た
上
田
は
、
明
治
三
十
三
年
に
館
合
村
農
会
を
設
立
し
、
鍬
一
丁
の
惰
性
農
法
か
ら
脱
却
し
て

科
学
農
法
の
普
及
に
努
め
る
べ
く
、
は
る
ば
る
宮
崎
県
か
ら
乾
田
馬
耕
の
技
師
を
招
聘
し
て
農
法
の
改
善
、
堆
肥
の
増

産
、
米
の
品
質
改
善
の
実
を
上
げ
て
い
く
。

そ
れ
ら
と
平
行
し
て
土
田
は
、
農
民
た
ち
の
経
済
観
念
の
確
立
の
意
味
も
込
め
て
勤
倹
貯
蓄
を
奨
励
し
、
民
風
の
刷

新
向
上
に
も
努
力
し
た
。

明
治
三
十
九
年
、
土
田
の
指
導
の
も
と
、
館
合
村
始
ま
っ
て
以
来
の
大
事
業
で
あ
る
全
村
の
農
地
整
理
が
開
始
さ
れ

た
。
沼
地
を
埋
め
、
原
野
を
拓
き
、
地
籍
を
整
理
し
て
農
道
を
通
し
、
水
利
を
調
整
し
て
農
耕
の
便
を
よ
く
す
る
な
ど
、

挙
村
一
致
で
事
に
当
た
り
、
三
ヵ
年
に
し
て
、
模
範
農
村
に
ふ
さ
わ
し
い
碁
盤
目
状
の
四
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
美
田
を
現

出
さ
せ
た
。
ま
さ
に
、
全
村
一
新
の
大
事
業
で
あ
っ
た
。

広
大
な
美
田
の
整
備
は
む
ろ
ん
大
い
に
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
反
面
、
こ
の
大
事
業
に
と
も
な
っ
て
、

堆
肥
増
産
の
た
め
の
草
刈
り
場
を
失
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
代
替
と
町
村
財
政
の
基
盤
拡
大
の
意
図

の
も
と
、
土
田
は
、
隣
接
町
村
と
は
か
っ
て
国
有
林
五
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
払
い
下
げ
を
受
け
、
あ
わ
せ
て
、
薪
炭



の
利
用
の
た
め
の
入
会
権
も
確
立
し
た
。
現
在
に
つ
づ
く
共
有
林
で
、
今
な
お
、
関
係
す
る
町
村
の
財
政
状
況
を
潤
し

て
く
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
公
的
な
活
動
と
は
別
に
、
土
田
家
で
は
私
設
の
「
土
田
農
場
」
を
経
営
し
て
い
た
。
こ
こ
は
、
平
均
反
当

三
石
ど
ま
り
の
稲
作
を
反
当
四
石
ど
り
に
成
功
さ
せ
て
い
る
模
範
農
場
で
あ
り
、
農
事
試
験
場
の
よ
う
な
役
割
も
果
し

て
い
た
。

春
、
秋
の
時
期
に
な
る
と
視
察
者
の
団
体
が
ひ
き
も
き
ら
ず
、
屋
敷
内
に
大
型
テ
ン
ト
を
張
っ
て
接
待
に
当
た
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
土
田
は
農
場
と
は
別
に
「
土
田
牧
場
」
を
経
営
し
、
こ
こ
で
は
競
走
馬
の
生
産
に
も
あ
た
っ
て
い
た
。

教

育

の

村

師
範
学
校
に
籍
を
置
い
た
こ
と
も
あ
る
せ
い
か
、
土
田
は
教
育
問
題
に
も
非
常
に
関
心
が
深
か
っ
た
。

郷
里
館
合
小
学
校
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
敷
地
と
し
て
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
と
建
築
費
を
寄
付
し
た
。
館

合
小
学
校
は
長
い
問
ト
タ
ン
屋
根
で
は
な
く
木
端
葺
き
の
屋
根
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
雨
の
音
が
う
る
さ
い
と
学
習

活
動
に
支
障
が
生
ず
る
と
い
う
、
土
田
の
進
言
に
し
た
が
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
教
職
に
あ
る
者
は
、
常
に
学
校
の
近
く
に
起
居
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
か
ら
、
土
田
は
自
費
を

も
っ
て
学
校
の
近
所
に
教
員
住
宅
を
建
て
て
い
る
。



現
在
の
横
手
高
校
の
創
立
に
際
し
て
、
校
庭
に
記
念
の
桜
並
木
を
植
樹
さ
せ
た
の
も
土
田
で
、
こ
の
桜
は
今
で
も
そ

の
時
期
に
な
る
と
生
徒
た
ち
の
眼
を
楽
し
ま
せ
、
こ
こ
ろ
を
和
ま
せ
て
く
れ
て
い
る
。

家
庭
で
の
土
田
は
教
育
第
一
主
義
を
唱
え
、
自
宅
に
隣
接
す
る
住
宅
に
小
学
校
長
を
住
ま
わ
せ
た
土
田
は
、
村
の
教

育
を
そ
の
校
長
に
全
面
的
に
任
せ
、
時
お
り
報
告
を
受
け
て
、
教
育
上
必
要
な
経
済
的
要
請
な
ど
が
あ
る
と
快
く
そ
れ

に
応
じ
て
い
た
。
館
合
村
は
、
農
業
面
で
模
範
村
で
あ
る
と
同
時
に
、
ゆ
た
か
な
教
育
の
村
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
四
十
二
年
に
平
鹿
郡
教
育
会
会
長
に
選
ば
れ
た
土
田
は
、
そ
の
後
三
十
二
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
そ
の
職
に

精
励
す
る
こ
と
に
な
る
。「

土

百

姓

議

員

」

明
治
三
十
七
年
に
平
鹿
郡
議
会
議
員
に
当
選
し
て
い
た
土
田
が
、
初
め
て
県
議
会
に
席
を
得
だ
の
は
七
年
後
の
四
十

四
年
で
あ
る
。
こ
の
年
に
は
館
合
村
の
村
長
に
も
推
さ
れ
、
こ
れ
は
八
期
、
三
十
五
年
間
の
長
期
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。

平
行
し
て
県
議
会
の
方
は
三
選
さ
れ
、
治
山
治
水
、
米
穀
、
耕
地
整
理
、
教
育
な
ど
の
諸
問
題
に
つ
い
て
活
発
な
論

陣
を
展
開
し
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
は
、
県
議
会
議
長
に
も
就
任
し
て
い
る
。

大
正
七
年
、
土
田
は
貴
族
院
議
員
に
選
出
さ
れ
て
中
央
政
界
に
躍
り
出
る
。
十
四
年
に
も
貴
族
院
多
額
納
税
議
員
に

選
ば
れ
て
国
会
の
場
で
活
躍
す
る
が
、
「
今
の
政
界
で
は
、
大
地
に
足
を
踏
ん
張
っ
て
農
民
と
と
も
に
生
き
る
よ
う
な

政
治
家
は
少
な
い
」
と
述
懐
し
、
「
貴
族
院
で
ほ
ん
と
う
の
土
百
姓
議
員
は
自
分
一
人
だ
け
だ
」
と
漏
ら
し
て
い
た
と



い
う
。

国
政
に
励
む
か
た
わ
ら
、
地
元
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
も
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
が
、
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は

鉄
道
建
設
事
業
で
あ
る
。

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
鉄
道
は
産
業
の
大
動
脈
で
あ
る
。
横
手
と
本
荘
を
結
ぶ
横
荘
線
鉄
道
の
開
通
は
地
域
住

民
の
長
い
間
の
念
願
で
あ
っ
た
が
、
莫
大
な
資
金
を
要
す
る
難
事
業
で
も
あ
っ
た
。

大
正
四
年
に
横
荘
線
鉄
道
創
立
委
員
長
に
推
さ
れ
た
土
田
は
、
自
ら
巨
財
を
投
ず
る
と
と
も
に
、
後
述
す
る
塩
田
団

平
ら
同
志
を
糾
合
し
て
資
金
調
達
に
あ
た
り
、
不
況
下
の
中
央
財
閥
も
説
得
し
て
援
助
を
求
め
た
。

横
荘
線
と
並
ん
で
、
横
手
と
岩
手
県
黒
沢
尻
（
現
北
上
）
を
結
ぶ
横
黒
線
（
現
北
上
線
）
の
開
通
も
県
南
住
民
の
悲

願
で
あ
る
。
こ
ち
ら
に
関
し
て
も
土
田
は
、
町
田
忠
治
、
斎
藤
宇
一
郎
、
添
田
飛
雄
太
郎
（
本
校
の
第
十
四
代
校
長
）

ら
県
選
出
の
代
議
士
と
と
も
に
安
田
、
三
菱
、
古
河
な
ど
の
財
閥
を
訪
問
し
て
い
る
。
前
後
二
十
年
の
歳
月
を
要
し
て

開
通
し
た
横
黒
線
か
、
現
在
、
奥
羽
横
断
鉄
道
の
重
要
な
一
翼
を
担
っ
て
い
る
現
実
は
、
事
新
し
く
指
摘
す
る
ま
で
も

な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

上
記
の
ほ
か
、
秋
田
銀
行
監
査
役
、
羽
後
銀
行
頭
取
な
ど
も
務
め
て
多
忙
な
毎
日
に
明
け
暮
れ
た
土
田
だ
が
、
忙
中

に
閑
を
求
め
、
万
城
と
号
し
て
玄
人
は
だ
し
の
書
も
数
多
く
残
し
て
い
る
。

本
誌
の
三
番
目
に
登
場
し
た
寺
崎
広
業
や
彫
刻
家
の
佐
々
木
素
雲
を
援
助
す
る
な
ど
、
芸
術
家
の
パ
ト
ロ
ン
と
し
て

の
功
績
も
小
さ
く
な
い
土
田
が
、
七
十
三
年
に
わ
た
る
お
の
が
人
生
の
幕
を
お
ろ
し
た
の
は
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四

二
）
六
月
十
五
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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